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新旧対照表 
 

新 旧 備  考 
更新は以下のごとく、①勤務実態の証明、

②診療実績の証明、③講習受講をもって行

う。特段の理由のある場合（国内外の研究

留学、病気療養、妊娠・出産・育児、介護、

管理職就任など）の措置については、別途

定める（別添資料①参照）。 
 
① 勤務実態の自己申告（必須） 
勤務実態について、2.5 年間の実態を記載す

ること。非常勤の場合には原則として週 12
時間以上の勤務とし、次の条件を満たして

いること。 
条件：同時に働く勤務先は 2 施設以内が望

ましい。皮膚科の診療に従事していること

が必要で、それらを証明できるもの、たと

えばホームページ等に公開されている診療

分担表などを添付すること。さらに皮膚科

専門医にふさわしい皮膚科診療に従事して

いることについての日本皮膚科学会代議員

または皮膚科研修基幹施設の研修プログラ

ム統括責任者の証明を要する。 
 
年度途中で勤務形態が変更になった場合、

常勤は単一施設で 32 時間/週として月ごと

の勤務実態を集計し、平均の週あたりの勤

務時間数を計算する。その他の特殊な勤務

形態（学長、病院長、研究職、産業医や公

的機関での医系技官業務など）で皮膚科専

門医として常勤として勤務している場合、

皮膚科学会専門医委員会（以下、「専門医委

員会」と呼ぶ）にて審議し、更新にふさわ

しい勤務実態であるかどうか判定する。専

門医委員会にて認められた場合、初回更新

時であっても②診療実績の証明を免除し、

その単位を ii）共通講習、iii)領域別講習、

iv)学術業績・診療以外の活動実績で補うこ

とができる。なお、非常勤及び常勤の勤務

時間は労働時間とし、休憩時間は含まない

ものとする。 
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